
船舶事故等調査報告書 

平成２１年１１月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９門第１３２号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２１年８月２４日（月） ００時３０分ごろ 

発生場所 長崎県壱岐市児島付近 壱岐大瀬灯台から真方位１９８°１,０００ｍ付近

（概位 北緯３３°４４.７′ 東経１２９°３８.５′） 

事故等調査の経過  平成２１年８月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

モーターボート 豊 漁
ほうりょう

丸、１.１２トン 

 ２９０－５７８７２福岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底全般に擦過傷、プロペラ翼及び舵板に曲損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか２人が乗船し、針路を南東とし、約５ノットの対地速

力で、壱岐市郷ノ浦港に向けて帰航中、平成２１年８月２４日００時３０

分ごろ、干出岩に乗り揚げた。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：波 なし、潮汐 下げ潮の初期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 船長は、夜間、事故現場付近を初めて航行した

が、出港前に、海図などで事故現場付近の航路標

識及び浅所についての水路調査を適切に行わなか

った可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が児島付近を航行中、船長が郷ノ浦港を出港する

際、航行予定海域の水路調査を適切に行わなかったため、干出岩に乗り揚

げたことにより発生した可能性があると考えられる。 

 




